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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、中１ギャップ対策としての野外教育活動の成果を明
らかにすることである。本研究では、野外教育プログラムを企画し、３中学校を対象にプログ
ラムを実施した。また、中１ギャップを乗り越える力を測定する調査用紙を作成し、プログラ
ムの実施前後の調査をとおしてプログラムの成果を分析した。さらに、プログラム直後に実施
した生徒へのふりかえりシートの内容と、研究対象校の引率教諭へのインタビュー調査を通し
て、プログラムの成果を分析した。 
 

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarity the effect of outdoor 

educational program for the gap of first-year’s student in junior high school. This study was 

prepared the effective outdoor educational program and practiced it with 3 junior high 

schools. This study was prepared the scale to examine overcoming ability for the gap of 

first-year’s student in junior high school. The scale was designed for each program at pre- 

and post-tests. This study was to examine the effect of outdoor educational program 

through the analysis of reflection sheets which were written by students just after the 

program and the analysis of interview for teachers in charge.  
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１． 研究開始当初の背景 

 中 1ギャップとは、中学 1年生で不登校や
いじめ等の集団への不適応が急増するとい
う現象である。文部科学省の「平成 20 年度
児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題
に関する調査」によれば、不登校の児童生徒
は、小学校児童の 0.32％であるのに対して、

中学校生徒は 2.89％と高く、中学生の学校へ
の不適応の割合が高いことを示している。ま
た、平成 18 年度「児童生徒の問題行動等生
徒指導上の諸問題に関する調査」によれば、
いじめの認知件数を学年別にみると、小・
中・高等学校をとおして中学 1年生が 24,023
件で最も多いことが報告されている。中央教
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育審議会教育課程部会（2006）の議事録では、
「人間関係の希薄化、集団のために働く意欲
や生活上の諸問題を話し合って解決する力
の不足、規範意識の低下などが顕著になって
おり、好ましい人間関係を築けないことや、
望ましい集団活動を通した社会性の育成が
不十分な状況が見られる」とし、中 1ギャッ
プなど集団への適応にかかわる問題点を指
摘している。 
 本研究において、中学校入学直後の生徒を
対象に集団宿泊活動で実施する「イニシアテ
ィブゲーム」は、ＡＳＥ（Action Socialization 

Experience）とも呼ばれ、仲間づくり、他者
とのコミュニケーションを図るゲーム（アク
ティビティ）である。グループの仲間と協力
し、アイデアを出し合い、失敗をくり返しな
がら課題を解決する過程の中で、様々な学び
や気づきを体験できる活動として、従来から
教育的なキャンプ等において実施されてきた。
「イニシアティブゲーム」は人間関係の希薄
化や体験不足が社会問題として取り上げられ
ている今日において、子どもを対象とした野
外教育活動だけでなく、プロスポーツ（サッ
カーJリーグ）のセルフディスカバリー（自己
発見）やチームビルディングに活用されたり、
企業の幹部職員研修に利用されたりするなど、
近年大きな注目を集めており、小学校５・６
年生及び中学校の体育における「体ほぐしの
運動」にも活用され始めている。 
 申請者は、中１ギャップの問題を抱える長
野県内のいくつかの公立中学校からの依頼を
受け、2005年から現在まで継続して、イニシ
アティブゲームなどの人間関係づくりをねら
いとした自然体験活動（以下、コミュニケー
ション学習プログラム）を指導してきた。継
続的な指導実践の中で、中学校１年生向けの
コミュニケーション学習プログラムが構築さ
れつつある。また、実施対象校のコミュニケ
ーション学習プログラムに対する評価は高く、
実施後に、「クラスの凝集性が高まった」「不
登校の生徒が減少した」「教師との人間関係が
改善された」などの報告を受け、今後の継続
指導を依頼されている。 
これまでコミュニケーション学習プログラ

ムを実施した長野県内の公立中学校の成果に
ついては、日本野外教育学会第11回大会にお
いて、「中１ギャップに対応した野外教育活動
の成果」というテーマで、実施後、生徒の「生
きる力」が向上したことともに、生徒のふり
かえりシートの分析から自他ともに多くの発
見をしていたことを研究発表した（2008年）。
また、愛知県の公立中学校２年生を対象にし
たコミュニケーション学習では、実施前後で
「生きる力」が向上し、その向上は実施後２
か月後までも維持されていたことなどを、日
本野外教育学会第11回大会において研究発表
した（2006年）。さらに、公立中学校における

実践内容を日本野外教育学会第10回大会にお
いて研究発表した（2007年）。これらの研究で
は、コミュニケーション学習プログラムの成
果を分析しているものの、一部の引率教員へ
のインタビュー調査の分析であったり、生徒
の実施後の感想の抜粋であったり、申請者ら
が作成した生きる力を測定する尺度（子ども
ＩＫＲ評定用紙）を用いたものであるなど、
学術的かつ多面的な分析にまで至っておらず、
加えて、望ましい人間関係への変化を的確に
とらえた研究であるとは言い難い。 
 本研究では、これまでの実践的な指導・研
究発表等から得られた成果をもとに、中１ギ
ャップの解消に資するコミュニケーション
学習プログラムの開発をさらに進め、同時に、
生徒や担任教師へのインタビュー等の調査
内容・方法を吟味し、プログラムの有効性を
多面的に分析していきたい。また、中 1ギャ
ップという現象が生じる要因を人間関係（生
徒間、生徒と教師間）という視点に絞り込み、
中学校入学直後の生徒にはどのような人間
関係に関する問題点が内在しているのかを
調査し、これら問題点を評定することのでき
る尺度を作成していきたい。 

 

２． 研究の目的 

(1)中学校入学直後の生徒を対象に、いくつ
かの中学校の協力のもとで実施する集団
宿泊活動において、イニシアティブゲーム
などの人間関係づくりをねらいとしたコ
ミュニケーション学習プログラムを指導
する。これらの活動後における生徒間の人
間関係、担任教師と生徒間の人間関係の具
体的な変化を明らかにする。 

(2)中学校入学後における人間関係の問題点
等の具体的な事例を、広く中学校教師を対
象に調査・収集し、中学生の学校における
人間関係の課題を分析できる評定尺度を
作成する。 

 

３． 研究の方法 

(1)長野県内の公立中学校におけるこれまで

の指導実践内容を整理するとともに、それ

らに参加した教員に対するインタビュー

調査、さらには、これらに指導補助として

関わった大学院生とのふりかえり等から、

コミュニケーション学習プログラムを開

発する。 

(2)研究対象中学校の 1 年生に、コミュニケ

ーション学習プログラムを実施するとと

もに、生徒へのふりかえりシート、担任教

諭へのインタビュー調査等を実施し、学習 

(3)本研究は、これらの実践・調査をとおして
中１ギャップと呼ばれている中学校入学後
に発生する生徒指導上の諸問題の解消に資
することを目的とする。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

プログラムの成果を多面的に分析する。 

(3)研究対象中学校等の教員を対象に、アン

ケート調査を実施し、それらの調査結果を

もとに、中学校入学後の生徒の人間関係に

関する問題点を評定することのできる尺

度を開発する。 
(4)開発した評定尺度を用いて、コミュニケ
ーション学習プログラムの有効性を分析
する。 

なお、上図は、年度ごとの研究課題と研究目
的の関連性について示したものである。 
これらを遂行する研究体制は，研究代表者

（申請者）が調査や指導実践の構想・指揮を
執り、研究協力者として 10 名程度の大学院
生（信州大学教育学研究科 教科教育専攻 
保健体育専修）に指導実践の補助の協力を仰
ぐ。 
 
４． 研究成果 
 
(1)学習プログラムの開発と実施 
①過去のコミュニケーション学習プログラ
ムの実施内容を指導補助として関わった
大学院生とともに整理し、実施内容等を検
討した。 

②研究対象校に出向き、過去のコミュニケー
ション学習プログラムに参加した教員へ
のインタビュー調査等をとおして、これま
で実施したプログラム内容の成果・問題点 
を検討した。 

③コミュニケーション学習プログラムを確
定し、そのための教材資料（プログラム実
施に必要なマップ、チェックシート、ふり
かえりシートなど）を作成した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④平成 22・23年度は２校、平成 24年度は 3 

校の集団宿泊活動におけるコミュニケー
ション学習プログラムの指導に当たった。 

(2)評定尺度の開発と成果分析 
①中１ギャップを乗り越える力を測定する
調査用紙を作成するため、プログラム実施
中学校等の教員を対象に、中 1ギャップを
克服できる生徒の具体的な特徴や行動に
ついて予備調査を実施し、予備調査で収集
した具体的な特徴や行動の項目を精選し、
36項目からなる「中１ギャップを乗り越え
る力調査用紙」を作成した。 

②学習プログラムに参加した中学校１年生
を対象に、「中１ギャップを乗り越える力
調査用紙」をプログラムの実施前後に実施
し、プログラムの成果を分析した。 

(3)学習プログラムの成果分析と評定尺度の
開発 
①コミュニケーション学習プログラム直後
に実施する生徒へのふりかえりシートの
内容を整理し、生徒に及ぼしたプログラム
の成果を分析した。 

②研究対象校へのインタビュー調査を通し
てプログラムの成果を分析した。 
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「（仮称）中学１年生の人間関係に関する
課題調査用紙」を開発し，その調査の妥
当性を検討する
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